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託
は
給
食
製
造
工
場
だ
。
こ
れ
が
教

育
的
な
の
か
。
食
育
基
本
法
の
精
神

か
ら
適
正
な
規
模
の
直
営
こ
そ
生
産

と
消
費
の
結
び
付
け
を
強
め
、
給
食

が
教
育
の
一
環
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。

市
民
環
境
部
長
　
a
①
国
の
基
準
を
も

と
に
資
格
証
明
書
の
対
象
世
帯
判

定
、
適
用
除
外
の
選
定
を
行
っ
て
い

る
。
県
内
他
市
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、

本
市
が
特
別
厳
し
い
基
準
で
は
な
い

が
、
発
行
割
合
が
高
い
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
今
後
詳
し
い
調
査
を
実
施

し
た
い
。

市
長
　
②
障
害
者
控
除
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
広
報
お
お
む
ら
に
掲
載
す
る

と
と
も
に
、
大
村
市
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
連
絡
協
議
会
に
情
報
を
提
供

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

福
祉
保
健
部
理
事

個
人
通
知
は
他
の

市
町
村
で
も
や
っ
て
い
な
い
。
本
市

と
し
て
は
、
厚
生
労
働
省
の
見
解
に

基
づ
い
て
行
っ
て
い
き
た
い
。

教
育
長
　
s
①
い
じ
め
の
要
因
、
背
景

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
自
身
や
、
学

校
、
家
庭
、
社
会
等
の
要
因
が
考
え

ら
れ
る
が
、
競
争
主
義
に
よ
る
ス
ト

レ
ス
が
直
接
の
要
因
と
は
と
ら
え
て

い
な
い
。
人
事
評
価
制
度
の
目
的
は
、

教
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上
と
学

校
組
織
の
活
性
化
に
あ
り
、
い
じ
め

件
数
の
多
少
等
に
よ
っ
て
評
価
は
し

て
い
な
い
。

教
育
次
長
　
②
委
託
を
受
け
た
業
者
は

栄
養
士
と
安
全
性
の
確
保
や
技
術
向

上
の
た
め
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
を
行
い
、

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
。
食
育
基
本
法
の
精
神
で
あ
る

国
民
の
心
身
の
健
康
増
進
と
豊
か
な

人
間
形
成
な
ど
の
精
神
に
基
づ
い
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

先
の
市
議
会
で
「
既
存
の
法
定
外
の

小
規
模
作
業
所
や
地
域
活
動
所
は
新

法
に
基
づ
く
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
Ⅲ
型
へ
移
行
す
る
方
向
で
協
議
、

こ
れ
ら
に
対
す
る
平
成
１９
年
度
以
降

の
助
成
に
つ
い
て
は
国
、
県
の
補
助

を
十
分
活
用
し
て
実
施
し
て
い
き
た

い
」
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
を
表
明

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
ご
検
討
の

結
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅲ
型
に
対
す

る
支
援
、
助
成
の
具
体
的
方
針
、
要

綱
な
ど
が
固
ま
っ
て
い
れ
ば
そ
の
概

要
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長
　
a
質
問
の
区
間
に
つ

い
て
は
、
素
掘
側
溝
に
脱
輪
等
の
交

通
事
故
や
、
道
路
構
造
上
の
問
題
で

安
全
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
判

断
を
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
当
面
部

分
的
で
は
あ
る
が
、
一
部
改
良
工
事

を
計
画
し
て
い
る
。

福
祉
保
健
部
長
　
s
法
定
外
小
規
模
作

業
所
の
新
体
制
へ
の
移
行
に
つ
い
て

は
、
市
の
方
針
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
な
る
義
務
付
け
は
あ
る
が
、
国
、

県
の
補
助
金
等
が
見
込
め
る
Ⅲ
型
へ

の
移
行
が
最
も
妥
当
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
助
成
措
置
等
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
法
定
外
小
規

模
作
業
所
３
ヶ
所
の
う
ち
、
１
ヶ
所

に
つ
い
て
は
、
事
業
所
と
し
て
の
実

績
が
５
年
未
満
の
た
め
基
礎
部
分
５

０
０
万
の
補
助
、
残
る
２
ヶ
所
に
つ

い
て
は
、
基
礎
部
分
に
Ⅲ
型
と
し
て

丸
谷
議
員

a
市
民
行
政
に
つ
い
て

①
国
民
健
康
保
険
資
格
証
明
証
発
行

に
つ
い
て
。
資
格
証
明
証
発
行
は
県

下
で
大
村
市
は
最
悪
。
な
ぜ
か
。

証
明
証
発
行
は
命
に
か
か
わ
る
事

態
。
乳
幼
児
の
い
る
世
帯
や
母
子
家

庭
な
ど
の
福
祉
医
療
該
当
世
帯
の
発

行
は
し
な
い
よ
う
発
行
基
準
を
緩
和

す
る
べ
き
だ
。

②
介
護
認
定
者
の
障
害
者
控
除
の
適

用
で
、
要
介
護
４
・
５
に
つ
い
て
一

人
ひ
と
り
に
徹
底
す
る
こ
と
を
検
討

す
る
と
答
弁
し
た
が
、
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
答
弁
に
対
し
責
任
を
果
た

し
て
も
ら
い
た
い
。

s
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
が
相
次
い
で

い
る
が
、
い
じ
め
ゼ
ロ
の
数
値
を
上

げ
て
実
績
を
競
い
合
わ
せ
る
競
争
主

義
、
成
果
主
義
を
教
育
の
場
に
持
ち

込
ん
だ
結
果
で
は
な
い
か
。

②
７
千
食
も
の
学
校
給
食
の
民
間
委

一
　
般
　
質
　
問 

●
　
月
議
会
で
　
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
● 

12

21

永
尾
議
員

a
都
市
整
備
行
政
に
つ
い
て

荒
平
町
か
ら
東
大
村
小
学
校
の
上

を
通
り
開
拓
神
社
に
至
る
道
路
の
中

で
、
非
常
に
狭
い
区
間
が
あ
り
、
近

年
病
院
、
施
設
、
工
場
等
が
で
き
、

宅
地
造
成
も
進
ん
で
、
民
家
も
増
え
、

大
変
道
路
が
混
雑
し
て
、
特
に
こ
こ

は
東
大
村
小
学
校
の
通
学
路
で
あ
る
。

大
変
危
険
な
と
こ
ろ
で
あ
り
早
急
に

道
路
拡
幅
整
備
が
で
き
な
い
か
。

s
福
祉
保
健
行
政
に
つ
い
て

障
害
者
自
立
支
援
法
に
お
け
る
、

地
域
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
市

の
責
務
と
さ
れ
て
い
る
。
地
域
活
動

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に

対
す
る
助
成
に
つ
い
て

荒
平
町
か
ら
東
大
村
小
学
校
の
上
を

通
り
開
拓
神
社
に
至
る
道
路

の
拡
幅
整
備
に
つ
い
て

い
じ
め
の
背
景
に

競
争
主
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か




